
地元にもある！

残したい
大切な建物

大條家ゆかりの

茶室

山元町文化財 蓑首城跡三の丸（坂元字舘下）

■仙台藩の茶の湯の歴史・文化を伝える
唯一残る茶室

■伊達政宗が豊臣秀吉から拝領した茶室
との伝承をもつ

・震災以前より現在まで放置され、痛みが増加の一途
・令和４年に茶室完成との役場表明が出ているものの、
予算措置は未着手。動きが遅々。

課
題

おおえだ け
天保3年  蓑首城主・大條家（15代道直）が伊達家から拝領
（伊達家跡継ぎ問題解決の褒賞）
仙台城下の大條家屋敷（川内）に移築 
→明治21年 仙台市支倉町に移築 
→昭和  7年 山元町坂元の蓑首城三の丸に移築

・仙台藩伊達家の御一家（藩政の要職につく一族）
・初代は伊達宗行。伊達本家第9代政宗の弟 (室町時代初中期）
＊独眼竜・貞山公政宗は第17代

・1415年福島県梁川町大枝邑に所領。大枝姓を名乗る。
その後、大条、大條と変遷。明治初に「伊達」姓に復帰
・1616年第8代大条宗綱、第17代貞山政宗から坂元に知行替を
命ぜられる。以降、要害（蓑首城）城主、奉行職を歴代継承
・2000石から4000石と禄高増。仙台城下に屋敷
・仙台藩の諸々の主要問題解決に活躍
・第17代大條孫三郎道徳（最後の蓑首城主）は、仙台藩主
伊達慶邦を助けた戊辰・幕末処理の功績により、
明治３年「伊達」(伊達宗亮）に復する
・現在、大條家20世は伊達宗行氏。
物理学者、仙台藩志会会長。在仙台

大
條
家
に
つ
い
て

茶
室
の
推
移

町の誇り、自慢の茶室

皆が楽しくつどう文化スポットにするために

茶室のことを知り、関心を持とう
知恵をしぼって役場に町民意見を届けよう

アクションしよう

山元いいっ茶組 2020年10月
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★平成14年（2002年）山元町の文化財に指定
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